
株式会社アイオイ・システム

業界初、マイクロ波給電技術を適用したデジタルピッキング
システムを開発

　～「国際物流総合展2024」でデモシステムを初公開～　

株式会社アイオイ・システム（以下、アイオイシステム）と東芝インフラシステムズ株式会社（以下、

東芝インフラシステムズ）は、業界で初めて※１マイクロ波給電※２技術を適用したデジタルピッキン

グシステム※３の開発に成功しました。両社は共同開発したシステムを「国際物流総合展2024」にお
けるTOPPANグループのブースでデモンストレーション展示します。

　両社は、2022年11月に技術提携を開始し、デジタルピッキングシステムの表示器向けのマイクロ波
給電システムの共同開発を進めてきました。今般、システム開発および実証実験に成功し、そのデモシ

ステムを公開することになりました。

　アイオイシステムが事業展開するデジタルピッキングシステムは、デジタル表示器を利用した作業支

援システムで、工場や物流センターなどで利用されています。作業者は表示器のランプが光った場所に

足を運び、表示された数だけ商品を取り出すことで誰でも簡単に、すばやく正確なピッキング作業が行

えます。しかし、中核機材として多数設置される表示器の電池切れによるダウンタイムと電池交換にか

かる工数は、24時間稼働する物流倉庫において課題となっていました。
　そこで両社は、東芝インフラシステムズのマイクロ波給電技術を適用した新たなシステムを開発しま

した。マイクロ波給電技術は数メートル離れた多数のデバイスに無線で給電ができる技術で、表示器の

充電切れによるダウンタイムをなくすとともに、電池交換を不要とし、表示器のメンテナンス時間を大

幅に削減します。



共同開発したシステムのイメージ図

■開発の概要

　人手不足問題の解消に向け、デジタル技術を活用した自動化・省人化システムの普及が進む中、産業

機器用のセンサやIoTデバイスの導入数は増加し続けており、これらのデバイスの駆動用電池の電源断
によるダウンタイムや電池の充電・交換のメンテナンスコストが課題となっています。物流倉庫内にお

いても省力化を目的とした「デジタルピッキングシステム」の導入が進められており、中核機材として

表示器が商品毎に多数設置されています。通常24時間稼働している物流倉庫においては特に、こうした
ダウンタイムと電池交換にかかる工数の増加は、効率化を阻む大きな課題となっています。「マイクロ

波給電」は、単一の送信機から数メートル離れた多数のデバイスに給電できる空間伝送型ワイヤレス電

力伝送技術です。国内では、2022年5月から３つの周波数帯でマイクロ波給電の利用が認められていま
す。東芝インフラシステムズとアイオイシステムは、このうち最も大電力の給電が可能な周波数帯であ

る5.7GHz帯を活用したマイクロ波給電をデジタルピッキングシステムに適用し、表示器の充電切れに
よるダウンタイムをなくすとともに、電池交換を不要とし、表示器のメンテナンス時間を大幅に削減す

ることに成功しました。

　今般、多数の表示器を使用するアイオイシステムの「デジタルピッキングシステム」において、アイ

オイシステムはマイクロ波給電の受電機能を搭載した表示器を製作し、東芝インフラシステムズは高利

得アンテナをメカニカルに制御する給電装置を用い、両社で安価なシステムの構築に成功しました。本

システムは、東芝インフラシステムズの独自技術により電池残量が分かるとともに、最適給電アルゴリ

ズムの適用により複数の表示器を効率よく給電することが可能です。両社は、2023年8月に送電機と表
示器（受電器）35台を用いた給電実証を実施し、送電機から全表示器に無線電力伝送ができたことを確
認し、本技術の有効性を実証しました。



■今後の展望

　両社は、本システムの導入により、ダウンタイムの削減と、表示器のメンテナンス（電池交換）レス

を進めるとともに、デジタルピッキングシステムのレイアウトフリー化や表示器の増設・移設の自由度

の向上に取り組み、物流現場のさらなる効率化を目指します。

　さらに、今後両社は協業先を広げ、東芝インフラシステムズの「送電機」、アイオイシステムの「受

電器」に加え、産業機器や電子部材を取り扱う技術商社の株式会社光アルファクス※４ とTOPPANデジ
タル株式会社の「RF技術」および「送受電管理システム」を組み合わせ、工場やプラント、ビルや商業
施設、病院などで使用されている様々なデバイスにマイクロ波給電技術を適用し、「電力＝無線」とな

る未知の可能性に挑戦し続けるとともに、新しい未来の暮らしに貢献してまいります。

■共同開発システムに使用する送電機（東芝インフラシステムズ）および受電器（アイオイシステム）
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■「国際物流総合展2024」への出展について 

　TOPPANエッジ株式会社・TOPPANデジタル株式会社・株式会社アイオイ・システムの3社合同で出
展する「国際物流総合展2024」では、物流に関する各社のソリューションとTOPPANグループ横断の取
組みを紹介します。

 
名称： 国際物流総合展2024
会期： 2024年9月10日（火）～13日（金）
会場： 東京ビッグサイト（東京国際展示場）東1～8ホール
（TOPPANグループブース：東7ホール 7-301）

※１ 東芝インフラシステムズ株式会社、株式会社アイオイ・システム調べ。



※２　マイクロ波給電：マイクロ波という電波を用いて長距離に電気を送るワイヤレス電力伝送を行う

技術です。マイクロ波給電システムは、電流を電磁波に変換して電力伝送を行い受電側の整流回路で直

流電流に変換します。920MHz、2.4GHz、5.7GHzなど非常に高い周波数を用いるのが一般的です。

※３　デジタルピッキングシステム：デジタルピッキングシステムとは、表示器を利用したピッキング

支援システムです。工場や物流センターの作業者は、表示器のランプが光った場所に足を運び、表示さ

れた数だけ商品を取り出します。このように表示器の指示に従って行うピッキング作業は、正確かつス

ピーディーなピッキング作業を実現します。

※４　株式会社光アルファクス：東芝インフラシステムズ株式会社のビジネスパートナーであり、東芝

インフラシステムズ株式会社のマイクロ波給電技術の産業分野への適用を検討している技術商社とし

て、株式会社アイオイ・システムとの技術提携締結に貢献。

■ アイオイ・システムについて

会 社 名：株式会社アイオイ・システム 

所 在 地：東京都品川区南⼤井６丁⽬２２－７⼤森ベルポート E 館９階 

代 表 者：代表取締役社⻑ 吉野 豊 

事業内容：物流、製造関連システムやマテハン設備に関するコンサルティング

　　　　　物流、製造関連システム機器の設計、開発、製造、販売、設置工事

　　　　　パッケージソフトウェアや物流管理ソフトウェアの開発、販売

　　　　　物流、製造関連システム機器及びソフトのメンテナンス 

ウェブサイト：https://www.hello-aioi.com

株式会社アイオイ・システムはTOPPANホールディングス株式会社のグループ会社です。

■     東芝インフラシステムズについて

会 社 名：東芝インフラシステムズ株式会社 

所 在 地：神奈川県川崎市幸区堀川町72番地34

代 表 者：代表取締役社⻑　島田 太郎

事業内容：社会インフラ事業関連の製品・システムの開発・製造・販売・サービス

ウェブサイト：https://www.global.toshiba/jp/company/infrastructure.html

【報道機関からのお問い合わせ先】

株式会社アイオイ・システム　広報部

https://www.hello-aioi.com/
https://www.global.toshiba/jp/company/infrastructure.html


電話：03-3764-0228

メールアドレス：aioi.news@k.aioisystems.jp

株式会社東芝

コーポレートコミュニケーション部

電話：03-3457-2100
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